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令和７年８月３１日現在

富谷市 人口52,359・世帯数20,872／大和町 人口27,901・世帯数12,743
大郷町 人口 7,407・世帯数 2,988／大衡村 人口 5,520・世帯数 2,159

地域の人口・世帯数 合計　人口93,187・世帯数38,762

WIDE AREA KUROKAWA

富谷市／ TOMIYA

大和町／ TAIWA

大郷町／OSATO

大衡村／OHIRA
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令和６年度 決算報告

歳入説明
分担金及び
負 担 金 組合を構成する市町村からの負担金

使用料及び
手 数 料

黒川浄斎場の使用料、し尿及び浄化槽汚泥
処分手数料、消防法に規定する危険物の許
認可に係る手数料等

国庫支出金 汚泥再生処理センター整備や緊急消防援助
隊設備整備に対する補助金等

県 支 出 金 県から移譲された事務に対する交付金

財 産 収 入 車両売却による財産売払収入等

繰 入 金 財政調整基金からの繰入金

繰 越 金 前年度の会計で収入から支出を差引いた本
年度会計の繰越金

組 合 債 公共施設整備等のための借入金

諸 収 入 上記以外の収入

歳出説明
議 会 費 議会の開催

総 務 費 人件費、事務所庁舎等の管理、広報誌の発行、
監査等

民 生 費 老人ホーム入所判定委員会の運営

衛 生 費
黒川浄斎場（火葬場）、環境衛生センター（し尿
処理）、環境管理センター（ごみ処理）、一般廃
棄物最終処分場の施設整備等

消 防 費 火災、救急の出場、火災予防業務、救急救命等

公 債 費 地方債の元利償還

市町村負担金（各種会計合計）
　当組合は、構成市町村（富谷市、大和町、
大郷町、大衡村）の事務を共同処理しており、
構成市町村からの負担金が主な財源です。

歳入歳出差引残額は8,733万２千円で、そのうち翌年度への繰り越すべき財源は3,348万７
千円、実質収支額は5,384万５千円となり、2,800万円を財政調整基金に積み立てました。

　令和７年第４回議会定例会で、令和６年度一般会計、介護認定審査会特別会計、障害支援区
分認定審査会特別会計、病院事業会計及び訪問看護ステーション事業会計の決算が認定されま
したのでお知らせします。

一般
会計

分担金及び負担金
23億9,592万3千円

（72.9%）

国庫支出金
2,083万2千円

（0.6%）

繰入金
6,117万7千円

（1.9%）

使用料及び手数料
1,660万9千円

（0.5%）

組合債
7億1,570万円

（21.8%）

繰越金
2,854万9千円（0.9%）

財産収入
173万4千円

（0.1％）
県支出金
7万8千円

（0.1％未満）

諸収入 4,717万6千円（1.4%）

前年度比７億２，０４０万５千円
伸び率２８．１％

歳入総額
３２億８，７７７万８千円

衛生費
8億9,230万
4千円

（27.9%）

消防費
19億1,281万5千円

（59.7%）

公債費
1億8,802万4千円

（5.9%）

議会費 243万2千円（0.1%）
総務費 2億482万3千円
　　　　 （6.4%）

民生費
4万8千円

（0.1%未満）

前年度比６億８，６６２万２千円
伸び率２７．３％

歳出総額
３２億４４万６千円

776,036千円776,036千円

460,693千円460,693千円

421,724千円

1,194,468千円
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介護認定審査会特別会計 障害支援区分認定審査会特別会計
　介護保険法に基づき、要支援、要介護について
の二次判定をするための審査会を開催しました。

※介護認定審査会特別会計・障害支援区分認定審査会特別会計における、歳入歳出差引残高は、翌年度へ繰越しました。

　患　者　数（令和６年４月１日～令和７年３月31日）　� （単位：人）

診療科
一　　　般　　　病　　　棟

内　科 小児科 外　科 整形外科 産婦人科 眼　科 耳鼻咽喉科 泌尿器科 皮膚科 合　計
入　院 34,855 0 1,348 10,220 3 0 0 35 0 46,461
外　来 29,906 1,906 6,299 4,811 1,439 1,336 1,345 4,454 1,677 53,173

　障害者総合支援法に基づき、障害支援区分を判
定するための審査会を開催しました。

病 院 事 業 会 計 訪問看護ステーション事業会計
　公益社団法人地域医療振興協会に管理運営を委
ねて20年を経過する中、指定管理者においては、
医師体制の充実を始め、介護事業、保健予防事業
など着実に地域医療の充実に努めました。

（単位：千円）
区　　分 収　入 支　出 差　引 摘　要

病 院 事 業
会 計

収益的収支 198,437 351,261 ▲152,824 病院の経営状況
（医　業） （10,000） （315,509）（▲305,509） 医業サービス提供による収支
（医業外） （188,437） （16,866） （171,571） 医業サービス以外の収支
（特別損益） （0） （18,886） （▲18,886） 経営に伴わない臨時の損益
資本的収支 346,502 346,501 1 病院施設、設備の整備

訪 問 看 護
ステーション
事 業 会 計

収益的収支 22 262 ▲240 訪問看護ステーションの経営状況
（事　業） （0） （87） （▲87） 訪問看護サービス提供による収支
（事業外） （22） （175） （▲153） 訪問看護サービス以外の収支

　病院事業と同様、公益社団法人地域医療振興協
会に管理運営を委ねています。
　在宅で生活を保持できるように、個々の利用者
のニーズに応じた訪問看護サービス事業を提供し
ました。

公立黒川病院の経営状況“資金不足なし”
　令和６年度公営企業会計資金不足比率について

　令和６年度決算に基づき算定された公営企業会計は、病院事業会計、訪問看護ステーション
事業会計とも資金不足額がなく、資金不足比率は算出されておりません。

　� （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

病 院 事 業 会 計 − （20.0）

訪問看護ステーション
事 業 会 計 − （20.0）

※　資金不足比率とは、各公営企業会計の事業の規模に対する
資金不足額の比率を示すものです。

※　資金不足額がない場合は「―」と標記しています。
※　経営健全化基準とは、資金不足比率がどのような状況にあ
るのかを判断する基準として設けられているものです。資
金不足比率が経営健全化基準を超えた場合、経営健全化計
画を策定しなければなりません。

歳 入 126万2千円
歳 出 106万1千円
差 引 20万1千円
開 催 回 数 12回
審 査 件 数 191件

歳 入 1,289万6千円
歳 出 1,245万4千円
差 引 44万2千円
開 催 回 数 103回
審 査 件 数 3,835件
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令和６年度の主な事業
新消防庁舎建設工事

ホイールローダー更新 医療機器更新

　地域住民の安全、安心の確保及び消防、救急業務における初動体制や職場環境の充実を図ることを目的に、
大規模災害時でも消防機能が発揮できる耐震性と安全性を兼ね備えた高機能消防庁舎の建設整備を進めてい
ます。

（現在の建設状況）（令和６年度末建設状況）

　ごみ処理施設敷地内の廃棄物運搬や除雪等で使用
しているホイールローダーを更新し、作業環境の整
備を図りました。

ホームページリニューアル業務委託 消防ポンプ自動車更新

　ホームページをリニューアルし、情報発信の向上
に努めました。

　「フォームプロ」と呼ばれる自動泡混合システム
が搭載され、消火能力が向上し、少ない水で効率よ
く消火できるポンプ自動車を更新しました。

　安定した診療を確保するため、リハビリで使用さ
れる歩行訓練機（写真）をはじめ医療機器の更新を
行いました。
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黒
川
地
域
無
火
災
地
区
表
彰

　
令
和
７
年
８
月
１７
日(

日)

、
大
和
町
の
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
第
47
回
黒
川
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
研
修

会
に
て
、
無
火
災
地
区
と
し
て
10
地
区
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
清
野
消
防
長
は
「
地
区
民
が
一
致
協
力
し
て
防
火
思
想

の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
火
気
の
適
切
な
取
り
扱
い

に
よ
り
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
他
の
模
範
で
あ
る
」
と
敬
意

を
表
し
、
各
地
区
に
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

議 会 報 告
❖ 令和７年第４回定例会（令和７年８月７日） ❖
議案第25号 　職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
議案第26号 　職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
議案第27号 　令和７年度黒川地域行政事務組合一般会計補正予算（第２号）
認定第１号 　令和６年度黒川地域行政事務組合一般会計歳入歳出決算の認定について
認定第２号 　�令和６年度黒川地域行政事務組合介護認定審査会特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

認定第３号 　�令和６年度黒川地域行政事務組合障害支援区分認定審査会特別会計歳入歳出決算の認
定について

認定第４号 　令和６年度黒川地域行政事務組合病院事業会計決算の認定について
認定第５号 　令和６年度黒川地域行政事務組合訪問看護ステーション事業会計決算の認定について
報告第２号 　令和６年度黒川地域行政事務組合公営企業会計に係る資金不足比率の報告について

【全ての議案が可決認定されました】

【
20
年
無
火
災
地
区
】

　
大
郷
町
成
田
川
地
区

【
10
年
無
火
災
地
区
】

　
大
和
町
吉
岡
下
町
地
区

　
大
和
町
吉
岡
南
三
丁
目
地
区

　
大
和
町
宮
床
難
波
地
区

　
大
和
町
宮
床
荒
井
地
区

　
大
和
町
吉
田
清
水
地
区

　
大
和
町
鶴
巣
砂
金
沢
地
区

　
大
和
町
鶴
巣
山
田
地
区

　
大
和
町
落
合
松
坂
地
区

　
大
衡
村
大
森
支
部
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令
和
７
年
８
月
に
、
災
害
対
応
用

ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
ま
し
た
。
ド
ロ

ー
ン
に
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
を
使
用
し
、

火
災
や
水
害
、
山
岳
救
助
で
の
要
救

助
者
の
場
所
特
定
な
ど
、
上
空
か
ら

情
報
を
早
期
に
収
集
す
る
こ
と
で
、

よ
り
的
確
・
効
率
的
な
現
場
対
応
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ピ
ー
カ
ー
や
照
明
も
搭

載
し
て
お
り
、
要
救
助
者
を
発
見
時

に
マ
イ
ク
で
声
掛
け
を
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
今
後
も
継
続
的
な
訓
練

を
通
じ
て
、
安
全
確
実
な
操
作
技
術

を
磨
き
、
地
域
の
力
と
な
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

上空からの情報収集を！

「災害対応用ドローン」を導
入！

地域防災力のさらなる強化へ
黒川消防署 指揮車更新！

　指揮車は、災害時に活動隊を指揮し、現場の統
制を図るための車両です。
　車両には、現場映像伝送装置、パソコン、モニ
ターが搭載されており、災害現場の映像を本部へ
送信したり、情報の記録やドローンの空撮映像も
映すことが可能です。

　けん引装置も搭載されており、水難救助現
場へボートトレーラーをけん引して出場する
こともできる多機能な車両として様々な災害
現場での活躍が期待されます。

ドローン操作講習の様子
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い
の
ち
を
救
う
　
水
の
訓
練

ご自宅の
必要な場所についていますか？

住宅用火災警報器

【（一社）日本火災報知器工業会ホームページ】

〇黒川地域内調査結果（令和７年６月１日現在）
・警報器の設置率　94％

・条例適合率　39％
※条例適合率…黒川地域行政事務組合火災予防条例で定めら
　　　　　　　れた設置場所全てに設置されている場合

〇必要な設置場所は

・寝室・台所・階段
※階段は寝室が２階以上の階にある場合に設置

宮城県内調査結果（令和７年６月１日現在）
設置率　93.3％・条例適合率　72.2％

　
令
和
7
年
7
月
に
大
衡
村
の
達
居
森
と
湖
畔
自
然
公

園
（
牛
野
ダ
ム
キ
ャ
ン
プ
場
）
に
て
水
難
救
助
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
水
難
事
故
や
大
雨
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
小
型
船

舶
免
許
を
保
有
す
る
職
員
と
救
助
隊
長
が
中
心
と
な
り
、

２
日
間
に
わ
た
り
救
命
ボ
ー
ト
の
操
船
訓
練
と
資
器
材

の
取
扱
い
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
職
員
は
安
全
管
理
や
救
助
す
る
際
の
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
確
認
し
、
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陸
か
ら
救
命
ロ
ー
プ
を
目
標
に
投
げ
て
救
助

す
る
訓
練
や
水
に
浮
く
担
架
を
使
用
し
水
上
か
ら
陸
ま

で
運
ぶ
訓
練
な
ど
、
様
々
な
状
況
を
想
定
し
た
訓
練
が

実
施
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
住
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め

に
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し
て
訓
練
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

定期的に点検をし、約10年経過したら本体ごと交換をしましょう
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11月９日は 「119番」 の日

火災・救急・救助は１１９番へ
１１９番は　あわてず・はっきりと・正確に

（令和６年　黒川地域管内119番通報受付状況）

2025 年度全国統一防火標語

●119番通報のポイント

●119番通報の適正利用をお願いします

緊急性のない通報が約14％あるのね
（※通報訓練を除く）

秋の火災予防運動は
11月９日～11月15日です

急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし

①火事・救急であることを伝えます
　119番通報後、まず「火事です」「救急です」と伝えてください。
②住所を伝えます（消防車・救急車に来てほしい場所・住所）
　アパート等（集合住宅）の場合は建物名と部屋番号を伝えてください。住所が分からない場合は、
近くにいる人に聞くか、近くの大きな建物など目標になるものをできるだけ詳しく伝えてください。

③状況を伝えます
　火事・・何が燃えているのか。どこから燃えているのか。ケガ人はいるのか。
　　　　　逃げ遅れている人はいるのか。
　救急・・病気なのかケガなのか。今どのような症状なのか。（適切な病院搬送を行うため、年齢、
　　　　　持病、かかりつけの病院等をお尋ねする場合があります。）
　○通報の最後まで通信指令員の質問に答えてください。
　○通報後も消防本部または出場隊から問い合わせすることがあります。
　○消防車、救急車の誘導案内にご協力願います。

　黒川地域管内では、近年、救急車や消防車の出動を必要としない119番通報が多くあります。緊急の事案
への対応が遅れる原因となりますので、適正な利用にご協力お願いします。
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リチウムイオン電池は、「有害ごみ」へ！

R educeリデュース

3R

3R「  　」で未来につなぐ暮らしを3R
3R〜  10月は「  　」推進月間！ 〜3R

スリーアールR ecycleリサイクル R euseリユース

資源を再利用すること

・段ボールや古新聞は、
　回収日に出す。
・紙類は再生紙を選ぶ。

・マイバッグやマイボトル
　を持参する。
・必要な分だけ買う。

・使わない物は
　欲しい人に譲る。
・壊れた物は修理
　して使う。

ごみの発生を減らすこと

繰り返し使うこと

　私たちの生活からは、毎日たくさんのごみが出ています。その多くが燃やされたり、埋め立てられたり
していますが、限りある資源が失われ、環境への負担も大きくなっています。
　そこで注目されているのが「3R（スリーアール）」の考え方です。
　「3R」を実行することで、貴重な資源が効率的に使われ自然と共存できる「循環型社会」の実現につ
ながります。「作って、使って、捨てる」という一方通行の社会から、「使い終わったものを、また資源と
して生かす」という仕組みを目指し、日々の暮らしの中での少しの意識と工夫を積み重ね、持続可能な未
来を作りましょう！

　環境管理センターでは、小型充電式電池（リチウムイオン電池等）が原因と思われる火災により機械の
一部が焼損する事案が発生しております。機械が損傷するとごみ処理が停滞し、皆さまの生活に影響を及
ぼす可能性もあります。
　リチウムイオン電池による火災は、正しく分別することによって、防ぐことができます。
　引き続きご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。

使い捨て製品の購入を
減らし、節約に！

森林伐採など
を減らし、環
境保全に！

ごみの減量化に
繋がり、環境負
荷の軽減に！

携帯ゲーム機加熱式たばこモバイルバッテリースマートフォン
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人事行政運営状況の公表
地方公務員法の規定により、職員の任用、給与などの人事運営状況についてお知らせします。
詳しくは、組合のホームページ（https://www.kurogyou.jp）をご覧ください。

①職員の任免に関する状況
　（令和６年４月１日から令和７年３月31日）

区分 行政職 消防職 労務職 医療職 合計
採用 １人 ６人 ０人 ０人 ７人
退職 １人 ４人 ０人 ０人 ５人

＊退職の内訳
　　定年退職１人
　　普通退職４人

③部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
区　　　　　分 職　　員　　数

対前年増減数
部　　　　　門 令和５年度 令和６年度

普 通 会 計 部 門

一般行政
部 門

総　　務 12人 13人 １人
民　　生 1人 1人 ０人
衛　　生 14人 13人 △１人

消　防　部　門 151人 149人 △２人
小 　　　　　 計 178人 176人 △２人

公営企業等会計部門 病　院　部　門 1人 1人 ０人
合　　　　計 179人 177人 △２人

（注）１　職員数は特別職を除いた職員数です。

②職員の定数の状況
　（令和６年４月１日現在）

区　分 条例定数 職員数
理事会の事務部局 35人 27人
消防の事務部局 167人 150人

計 202人 177人

１ 職員の任免及び職員数に関する状況

①人件費の状況（令和６年度普通会計決算）

区　分 歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
令和５年度の人件費率

令和６年度 3,213,961千円 87,975千円 1,290,059千円 40.1％ 48.1％

②職員給与費の状況（令和７年度普通会計当初予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　与　　費 計
Ｂ

１人当たり
給与費（B/A）給　　料 職員手当 期末勤勉手当

令和７年度 180人 628,463千円 150,949千円 257,671千円 1,037,083千円 5,762千円
（注）１　職員手当には退職手当、児童手当は含まれていません。
　　　２　職員数は令和７年４月１日現在の人数です。

２ 職員の給与の状況
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①分限処分の状況　　　該当者なし
②懲戒処分の状況　　　全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合：戒告１名、停職１名

③職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（令和６年４月１日現在）
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一 般 行 政 職 39.5歳 286,950円 324,998円
消 防 職 35.5歳 272,120円 333,698円
技 能 労 務 職 49.4歳 274,567円 301,705円

（注）１�　「平均給料月額」とは、令和６年４月１日現在における各職種の職員の基本給の平均です。
　　　２�　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当な

どのすべての諸手当額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているも
のです。

⑥職員手当の状況（令和６年４月１日現在）
区　　分 内容及び支給単価

扶養手当
（国と同じ）

１ 配偶者　　　　　　　  6,500円
２ 子　　　１人につき　10,000円
３ 父母等　１人につき　  6,500円
※�扶養親族である子のうち、満15歳に達する日以後最初の４月１日から満22歳
に達する日以後の最初の３月31日までの間にある子１人につき5,000円加算

住居手当
（国と同じ）

借家、借間に住居している職員
ア 月額27,000円以下の家賃を支払っている職員
　　 家賃－16,000円
イ 月額27,000円を超える家賃を支払っている職員
　　 （家賃－27,000円）×1/2+11,000円　（限度額　28,000円）

通勤手当
（国と同じ）

１ 交通機関等の利用者
　 �１箇月に要する運賃等（最も経済的かつ合理的なもの）で55,000円を限度として
支給
２ 自動車等の利用者（片道２km以上）
　 使用距離（片道）により、2,000円～31,600円

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和６年４月１日現在）

区　　　分 経験年数
７年以上10年未満

経験年数
10年以上15年未満

経験年数
15年以上20年未満

一 般 行 政 職
大学卒 245,500円 263,320円 299,800円
高校卒 225,600円 236,900円 該当者なし

消 防 職
大学卒 該当者なし 261,563円 309,400円
高校卒 201,850円 240,736円 279,012円

技 能 労 務 職 高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

④職員の初任給の状況（令和６年４月１日現在）
区　　　分 黒川地域行政事務組合 宮城県 国

一 般 行 政 職
消 防 職

大学卒 196,200円 203,800円 196,200円
高校卒 166,600円 172,000円 166,600円

技 能 労 務 職 高校卒 164,000円 170,200円 164,000円

３ 職員の分限及び懲戒処分の状況（令和６年４月１日から令和７年３月31日）
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公
立
黒
川
病
院

内科医師
荒木　沙月

内科医師
吉村　瑞希

　
令
和
７
年
４
月
よ
り
公
立
黒
川
病
院

の
内
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、
吉
村

瑞
希
と
申
し
ま
す
。
現
在
は
医
師
５
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
生
ま
れ
は
栃
木
県
、

幼
少
期
は
岐
阜
県
揖
斐
川
町
で
、
中
学

高
校
時
代
は
岐
阜
市
で
、
大
学
は
福
岡

県
久
留
米
市
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
地
域
医
療
振
興
協
会
の
東
京
北

医
療
セ
ン
タ
ー
で
初
期
研
修
を
行
い
、

現
在
は
総
合
診
療
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
『
地
域
医
療
の
ス
ス
メ
』
の
専
攻
医

を
し
て
い
ま
す
。
総
合
診
療
・
家
庭
医

療
の
専
門
医
取
得
を
目
指
し
て
修
業
中

で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
協
会
施
設
の
台

東
区
立
台
東
病
院
や
練
馬
光
が
丘
病
院

に
勤
務
し
、
総
合
診
療
科
・
小
児
科
・

救
急
科
・
集
中
治
療
科
等
で
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
は
令
和
８
年
３
月
末

ま
で
の
１
年
間
、
黒
川
病
院
で
研
修
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
全
国
を
転
々
と
し
様
々
な
地
域
で
過

ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
東
北
地
方
に
住

　
令
和
７
年
４
月
よ
り
公
立
黒
川
病
院

内
科
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、
荒
木
沙

月
と
申
し
ま
す
。
多
賀
城
市
出
身
で
、

平
成
30
年
に
自
治
医
科
大
学
を
卒
業
し
、

今
年
度
で
医
師
８
年
目
に
な
り
ま
す
。

前
任
地
は
石
巻
市
立
病
院
で
、
救
急
・

発
熱
外
来
を
中
心
に
診
察
し
て
お
り
ま

し
た
。

　
黒
川
地
域
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す

が
、
登
山
が
趣
味
で
七
ツ
森
や
船
形
山

に
度
々
遊
び
に
き
て
い
る
た
め
、
親
近

感
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
特
に
春
は
笹

倉
山
の
イ
ワ
ウ
チ
ワ
や
鎌
倉
山
の
ニ
リ

ン
ソ
ウ
な
ど
豊
富
な
山
岳
植
物
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
た
め
、
毎
年
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
馴
染
み
の
あ
る
美
し
い
山
々

が
近
く
に
あ
り
、
自
然
豊
か
な
土
地
で

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
大
変

む
の
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。
着
任
が

決
ま
っ
た
時
に
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
穏
や
か
で
美
し
い
景
色
や
美
味
し

い
食
べ
物
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
優
し
さ

に
触
れ
、
居
心
地
の
良
い
環
境
で
研
修

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
住
み
始
め

て
ま
だ
１
か
月
で
す
が
、
既
に
大
好
き

な
地
域
に
な
り
ま
し
た
。
病
棟
業
務
に

加
え
て
、
外
来
や
訪
問
診
療
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
近
隣
の

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
今
後
お
世
話

に
な
る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
１

年
間
と
限
ら
れ
た
期
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者
様
と
の
出
会

い
を
大
切
に
し
、
多
く
の
学
び
を
得
て

地
域
の
皆
さ
ま
に
適
切
な
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
指
導
の
程
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
一
般
内
科
・
総
合
診
療
を

中
心
に
勉
強
し
て
お
り
、
週
に
１
回
仙

台
医
療
セ
ン
タ
ー
総
合
診
療
科
で
研
修

し
て
い
ま
す
。

　
年
齢
や
疾
患
を
問
わ
ず
、
様
々
な
患

者
さ
ん
を
診
察
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
目
標
で
す
。
今
年
度
か
ら
、
黒
川

地
域
で
の
訪
問
診
療
に
も
携
わ
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
自
宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方
に
と

っ
て
は
、
通
院
が
大
き
な
負
担
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で

も
、
安
心
し
て
ご
自
宅
で
お
過
ご
し
い

た
だ
け
る
よ
う
、
医
療
者
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
え
が
で
き
る
か
を
常
に
考
え

な
が
ら
、
診
療
に
あ
た
る
こ
と
を
心
が

け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族
や
介

護
者
の
思
い
に
も
寄
り
添
い
、
皆
さ
ま

が
少
し
で
も
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
至
ら
ぬ
点
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
向
き
合

い
、
誠
実
な
診
療
を
心
が
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

着
任
の
挨
拶
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『むせ込みが増えてきたと感じたら』

　キウイフルーツは中国が原産地ですが、ニュージーランドで改良が進
み、現在食べられている多くの品種が育成されています。ほぼ輸入物で
通年出回っていますが、近年は国内での栽培が増え、旬は11月から４月
になります。キウイというのはニュージーランドに生息している茶色い
鳥に似ている所から付けられたと言われ、うぶ毛が均一に生えている方
がおいしいとされています。
　栄養成分はビタミンＣが豊富でレモンと同じくらい含まれています。
ビタミンＥも比較的多いので、２つの抗酸化ビタミンの相乗効果が期待
できます。高血圧予防のカリウムや便通を改善する食物繊維も含まれて
います。
　酸味の少ないゴールデンキウイはビタミンＣが多く、定番のグリーン
キウイは食物繊維を多く含みます。期間限定でベリーのような甘さのル
ビー種も出ているのでお好みで食べ比べてみてはいかがでしょうか。

作り方
①　�キウイフルーツは皮をむき、5㎜位に切

ります。
②　�鍋に①とグラニュー糖とレモン汁を入れ、

ラップをかけて1時間おきます。
③　�ラップを外して強火にかけ、沸騰したら

アクを取ります。
④　�弱火にして10～15分くらい煮詰めて出

来上がり。
※パンに塗ったり、ヨーグルトに入れてお楽
しみください。

� 公立黒川病院　言語聴覚士　有田佳代子　
　唾液や水、食事でむせ込むようになってきたと感じることはありませんか。年齢を重ねることで筋力低
下や喉頭下垂、歯や義歯の問題等様々な要因によるむせ込みが生じやすくなります。当院では少しでも長
く今まで通りの食事を食べられるように飲み込み（嚥下）体操を紹介しています。１日３回お食事前に実
施して頂けると効果的です。

材料
キウイフルーツ　4個
グラニュー糖　　200ｇ
レモン汁　　　　大さじ1

キウイジャム
季
節
の
料
理
レ
シ
ピ

公
立
黒
川
病
院
栄
養
室
室
長
　

小
岩
　
陽
子

①深呼吸
　鼻から息を吸って、口からゆっくりと吐く。
②首の運動
　ゆっくりと首を回し、左右に倒す。

⑤舌の運動
　舌を前後左右に大きく動かす。
⑥発音練習
　大きな声ではっきりと「パパパパパ、ラララララ、
カカカカカ」と繰り返し発音する。
⑦深呼吸
　鼻から息を吸って、口からゆっくりと吐く。
⑧嚥下おでこ体操（喉の筋力強化練習）
　おでこを押しながら５秒間キープする。そのまま、
おへそをのぞき込むように、首に力を入れてゆっくり
下を向く。

①～⑧までを２～３回繰り返しましょう

画像引用：リハツバメ

③肩の運動
　肩を上下に数回動かす。その後は、両手を挙げて
軽く背伸びをする。
④頬の運動
　ほっぺたに空気を溜めて膨らませる、反対にすぼ
めるを繰り返す。

～飲み込み（嚥下）体操～ ※高血圧・頚椎症の方は医師へ相談してから行ってください
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　令和７年８月３日（日）、大和町総合体育館
で開催された「第31回まほろば夏まつり」に
参加し、消防車両やこども消防車の展示、こど
も用防火衣の試着などを実施しました。住民の
方々に対して防火・防災意識の啓発推進を図る
とともに、より多くの人に消防の魅力を伝え、
興味をもってもらえるよう設営しました。
　女性消防団員も参加し、水消火器を使用した
的当てを実施するとともに、団員募集啓発活動
も行いました。

　マイナ保険証を活用することで、体調が悪くて上手く話すことができない場合でも、過去の受診歴や
処方されたお薬の正確な確認ができます。そのため、円滑な搬送先病院の選定や、病院側も適切な処置
ができます。

　マイナ救急を活用できるのはマイナンバーカードを所持し、健康保険証の利用登録
が完了していることが前提です。
　もしもの時に備えて保険証として利用登録し、普段から持ち歩いていただくようお
願いいたします。

※出典：総務省消防庁ホームページ（https://www.fdma.go.jp）

～令和７年10月１日　全国一斉開始～
あなたの命を守る　「マイナ救急」

●　「マイナ保険証」　を活用するメリット

救急隊員からのお願い

●　救急現場で　「ご協力」　いただきたいこと

まつりでつながる防災力！

動画でマイナ救急に
ついて確認できます
消防庁動画チャンネル
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